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2 0 2 4 - 2 5 年 度 国 際 ロ ー タ リ ー テ ー マ  

「 ロ ー タ リ ー の マ ジ ッ ク 」  

2 0 2 4 - 2 5 年 度 ク ラ ブ テ ー マ  

「 互 い に 親 し み ・ 広 げ よ う 交 流 と 親 睦 」  

 

週  報  第 ２ ７ ６ １ 回  

２ ０ ２ ４ 年 ９ 月 ２ ７ 日  

              八 千 代 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ  C L U B  N O . 1 5 0 7 0  

今 回 例 会 行 事    テーマ：「T S U N A G U 2 7 9 0」の報告と奉仕について 

担  当：国際奉仕委員会    卓話者：橋本幹雄会員 

次 回 例 会          テーマ：今年達成した事と抱負 

担  当：米山奨学委員会    卓話者：ハルシュ アニメーシュ様 
♦ ♢ ♦ ♢ 第 ２ ７ ６ ０ 例 会 ♢ ♦ ♢ ♦  

司 会  佐 野 忠 信  
 

「 我 等 の 生 業 」  「 赤 と ん ぼ 」  斉 唱  
 

お 客 様  
 
Ｓ Ｍ Ｂ Ｃ 日 興 証 券 株 式 会 社  妹 尾 和 昭 様  
ニ ッ セ イ ・ ウ エ ル ス 生 命    新 井 隆 師 様  
 

会 長 挨 拶     会 長  安 宅 照 男  
 
９ 月 は 季 節 の 変 わ り 目 で す 。 日 中 は 暑

さ が 続 く 地 域 も あ り ま す が 、 朝 夕 の 空 気 に
秋 の 気 配 が 感 じ ら れ る よ う に な っ て き ま し
た 。 皆 様 、 い か が お 過 ご し で し ょ う か ？  

日 本 は 、 四 季 の 変 化 に 富 み 、 先 人 た ち
は 季 節 ご と に 自 然 の 美 し さ を 見 出 し 、 そ
の 恵 み を 楽 し ん で き ま し た 。  
『 春 は 、 あ け ぼ の ・ ・ ・ 』 の 有 名 な 出 だ し で
知 ら れ る 清 少 納 言 の 『 枕 草 子 』 に は 、 夕
暮 れ の 空 が 次 第 に 暗 く な り 、 山 の 端 に 太
陽 が 沈 む 頃 、 紫 色 の 雲 が 広 が る 景 色 が 美
し い と 秋 の 趣 の あ る と こ ろ を 『 秋 は 夕 暮
れ 』 と 、 そ の 美 し さ や 風 情 が 記 さ れ て い ま
す 。 秋 は 、 静 か に 訪 れ 、 自 然 の 美 し さ を
深 め る 季 節 で す 。 風 に 乗 り 運 ば れ て く る
木 々 の 葉 が 赤 や 黄 に 染 ま り 、 地 面 を 彩 る
様 子 は 、 大 地 が 新 た な 衣 装 を ま と っ た か
の よ う で す 。 日 差 し は 夏 の よ う に 強 く な
く 、 穏 や か に 肌 を 撫 で 、 夕 暮 れ が 早 く 訪
れ る こ と で 、 １ 日 の 終 わ り に ほ の か な さ み
し さ を 感 じ さ せ ま す 。  

秋 の 空 気 に は 、 少 し 冷 た さ が 加 わ り 、
深 呼 吸 を す る と 、 澄 ん だ 香 り が 胸 に 広 が
り 、 ま た 、 収 穫 の 喜 び が 実 感 で き る 季 節
で も あ り 、 熟 し た 果 物 や 米 を は じ め 、 多 く
の 農 作 物 が 収 穫 期 を 迎 え 、 食 卓 を 豊 か に
し ま す 。 旬 の 食 べ 物 は 、 最 も お い し い と い
う ば か り で な く 、 縁 起 物 と し て も 楽 し む 習
慣 が あ り ま す 。 日 本 人 は そ う し た 季 節 の
移 ろ い を 感 じ 取 り 、 同 時 に 、 １ 年 の 周 期 に
節 目 を つ け て 、 各 地 で の 祭 礼 に 表 れ て い
る よ う に 、 大 自 然 の 働 き を 畏 敬 し 感 謝 を
捧 げ る こ と に も つ な が っ て い ま す 。  

秋 節 の 第 １ ５ 夜 は 、 中 秋 節 と も 呼 ば れ 、
中 国 文 化 の 中 で 非 常 に 現 実 離 れ し た 甘
美 で 理 想 的 な 雰 囲 気 や な り ゆ き な 祭 り で
す 。 毎 晩 、 明 る い 月 が 高 く 垂 れ 下 が り 、 す
べ て の も の を 照 ら し 、 再 会 、 収 穫 、 希 望 を
象 徴 し て い ま す 。 古 代 で は 、 詩 人 は し ば
し ば 月 を 使 っ て 愛 情 を 表 現 し 、 遠 い 親 戚
に つ い て の 考 え や 人 生 に 対 す る 認 識 を 表
現 す る た め に 無 数 の 感 動 的 な 詩 を 残 し ま
し た 。 中 秋 節 は 伝 統 的 な 祈 り の 祭 り で も
あ り 、 明 る い 月 あ か り の 中 で 、 家 族 の 調 和
と 幸 せ な 生 活 を 祈 り 将 来 の 日 が 秋 の １ ５
日 目 の 満 月 の よ う に 輝 く こ と を 願 っ て い ま
す 。 日 本 の 伝 統 的 な 月 見 は 十 五 夜 （ 中 秋
の 名 月 ） が 最 も 有 名 で す が 、 十 三 夜 も 風
情 が あ る と さ れ 豊 か な 文 化 的 背 景 を 持 ち
ま す 。 十 五 夜 が 旧 暦 の ８ 月 １ ５ 日 頃 に 行
わ れ る の に 対 し て 、 十 三 夜 は 旧 暦 の ９ 月
１ ３ 日 に 行 わ れ ま す 。 現 代 の 暦 で は １ ０ 月
中 旬 頃 に あ た る と さ れ て い ま す 。  

十 三 夜 は 、 十 五 夜 と は 異 な る 趣 を 持 っ
て い ま す 。 十 五 夜 が 中 国 か ら 伝 わ っ た 行
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事 で あ る の に 対 し 、 十 三 夜 は 日 本 独 自 の
風 習 と し て 根 付 い て い ま す 。 「 後 の 月 （ の
ち の つ き ） と も 呼 ば れ 、 秋 の 二 度 目 の 月
見 と し て 十 五 夜 と 同 様 、 収 穫 を 祝 う 意 味
合 い が あ り ま す 。 特 に 収 穫 さ れ た ば か り
の 栗 や 枝 豆 を お 供 え す る こ と が 多 く 、 別
名 「 栗 名 月 」 、 「 豆 名 月 」 と も い わ れ て い る
そ う で す 。 ち な み に 十 五 夜 は 、 里 芋 、 さ つ
ま 芋 の 収 穫 の 祝 い を 兼 ね て い る の で 別 名
「 芋 名 月 」 と も 言 わ れ て い ま す 。  

十 五 夜 の 満 月 に 比 べ 、 十 三 夜 の 月 は
や や 欠 け て い る そ う で す が 、 そ の 不 完 全
さ が か え っ て 趣 深 い と さ れ て い ま す 。 日
本 人 は 昔 か ら 、 完 璧 で は な い 美 し さ に 価
値 を 見 出 す 感 性 を 持 っ て お り 、 古 く か ら
詩 や 絵 画 の 題 材 と し て も 愛 さ れ 、 多 く の
文 学 作 品 に 登 場 し て い ま す 。  

秋 の 深 ま り を 感 じ な が ら 、 美 し い 十 三
夜 の 月 を 眺 め 、 季 節 の 移 ろ い と 自 然 の 恵
み に 感 謝 し ま し ょ う 。  

 

幹 事 報 告       幹 事  寺 沢 一 三  
 
【 訃 報 】 八 千 代 中 央 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ  
小 池 康 博 会 員 が 急 逝 さ れ ま し た 。  
謹 ん で お 悔 や み 申 し 上 げ ま す 。  
通 夜： ９ / ２ ４  午 後 ６ 時 ～  
告 別 式 ： ９ / ２ ５  午 前 １ ０ 時 ３ ０ 分 ～  
場 所： ア テ イ ン ゆ り の き ホ ー ル  
・ 1 1 / １ 例 会 時 間 ・ 例 会 場 所 変 更  
日 程 ： 1 1 / １ ( 金 ) 1 8 ： 3 0 点 鐘 （ 炉 辺 会 談 ）  
場 所 ： 貝 殻 亭  
例 会 に 先 立 ち 理 事 会 を 開 催 し ま す 。  
・ ９ / 2 7 ( 金 )  青 少 年 交 換 学 生 ２ 次 試 験  
・ 国 際 大 会 ： カ ナ ダ カ ル ガ リ ー で 開 催 。 1 2
月 ま で に 参 加 申 し 込 み を お 願 い し ま す 。  
・ ハ ル シ ュ ア ニ メ ー シ ュ さ ん が 千 葉 親 子 三
大 祭 り に 参 加 し ま し た 。  
 
他 ク ラ ブ 1 0 月 例 会 日 変 更 の お 知 ら せ  
習 志 野 Ｒ Ｃ  1 6 休 会  
習 志 野 中 央 Ｒ Ｃ  1 0 → 1 3 に 振 替  

1 7 職 業 見 学 ・ 3 1 休 会  
八 千 代 中 央 Ｒ Ｃ  1 5 ・ 2 2 休 会  

2 9 夜 間 例 会  
佐 倉 中 央 Ｒ Ｃ  ９ ・ 3 0 休 会  2 3 夜 間 例 会  
四 街 道 Ｒ Ｃ  2 9 夜 間 例 会  
 
お 祝 い  
 
結 婚 記 念 日 ： 三 井 会 員  
夫 人 誕 生 日 ： 杉  年 子 様  
 

委 員 会 報 告  
 

ク ラ ブ 広 報 委 員 会   委 員 長  菊 川 秀 明  
 

先 週 か ら F a c e b o o k を 再 開 し ま し
た 。 こ れ か ら 毎 週 更 新 し て い く よ う に し ま
す の で 、 是 非 ご 覧 下 さ い 。  
 
社 会 奉 仕 委 員 会  副 委 員 長  古 川  洋  
 
八 千 代 市 交 通 安 全 協 会 か ら の お 知 ら せ
で す 。 ９ / ２ ３ ( 月 ・ 祝 )  1 3 ： 3 0 ～ 1 5 ： 3 0
ま で イ オ ン モ ー ル ア ゼ リ ア 広 場 に て 交 通
安 全 キ ャ ン ペ ー ン を 開 催 し ま す 。 是 非 ご
参 加 下 さ い 。  
 

例 会 行 事  
雑 誌 委 員 会  委 員 長  日 下 部 良 夫  

 
本 日 は 、 Ｓ Ｍ Ｂ Ｃ 日 興 証 券 の 妹 尾 様 と

ニ ッ セ イ ・ ウ エ ル ス 生 命 の 新 井 様 に お話
頂きます。 よ ろ し く お 願 い 致 し ま す 。  
 
ﾃ ｰ ﾏ ： 今 後 の 株 価 動 向 に つ い て  
卓 話 者 ： Ｓ Ｍ Ｂ Ｃ 日 興 証 券 株 式 会 社  

妹 尾 和 昭 様  

 
 ９ 月 の 投 資 戦 略 日 経 平 均 の 見 通 し は
中 長 期 的 に は 強 気 姿 勢 を 維 持 し て い る
と 考 え て い ま す 。 日 経 平 均 は 米 景 気 の 失
速 懸 念 や 急 速 な 円 高 進 行 な ど を 背 景 と
し た 急 落 か ら 落 ち 着 き を 取 り 戻 し つ つ あ
る が 、 業 績 見 通 し に 対 す る 不 透 明 感 は
依 然 と し て 強 く 、 目 先 は 不 安 定 な 相 場 展
開 に 留 意 が 必 要 で あ る と 考 え ま す 。 も っ
と も 、 今 後 公 表 さ れ る 経 済 指 標 や 企 業 決
算 を 通 じ て 、 改 め て 日 本 株 を 取 り 巻 く フ
ァ ン ダ メ ン タ ル ズ の 良 好 さ が 確 認 で き れ
ば 、 日 本 株 は 底 堅 い 推 移 に 回 帰 す る 公
算 が 高 い と 考 え て お り ま す 。  ま た 、 日 本
経 済 の イ ン フ レ 転 換 や 企 業 の ガ バ ナ ン ス
改 善 と い っ た 日 本 株 独 自 の 魅 力 は 薄 れ
て い な い 。 中 長 期 的 目 線 で は 、 日 本 株
に 対 す る 強 気 姿 勢 を 変 更 す る 必 要 は な
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い と み て い ま す 。  
 今 後 の 着 眼 点 と し て 、 ８ 月 に 公 表 さ れ
た ７ 月 の Ｉ Ｓ Ｍ 製 造 業 景 況 指 数 は 4 6 . 8
と 、 ４ か 月 連 続 で 中 立 水 準 を 下 回 る と 共
に 、 2 0 2 3 年 1 1 月 以 来 の 低 水 準 を 付 け
ま し た 。 そ の 後 に 公 表 さ れ た ７ 月 の 米 雇
用 統 計 が 労 働 市 場 の 軟 化 を 示 唆 し た 事
も 相 ま っ て 、 米 景 気 の 失 速 懸 念 が 台 頭 し
ま し た 。 一 方 、 ７ 月 の 米 Ｉ Ｓ Ｍ 非 製 造 業 景
況 指 数 は 中 立 水 準 を 回 復 、 ま た ７ 月 の 米
小 売 売 上 高 も 堅 調 な 伸 び を 示 し 、 個 人
消 費 の 底 堅 さ を 示 唆 し ま し た 。 コ ロ ナ で
深 刻 な 人 手 不 足 に 陥 っ た 経 験 が ア メ リ カ
企 業 に あ る の で 、 大 幅 な 雇 用 削 減 を 進
め る 公 算 は 非 常 に 少 な い と 思 わ れ ま す
し 、 ア メ リ カ の イ ン フ レ は 沈 静 化 し 先 行 き
の 購 買 力 回 復 が 期 待 で き る 環 境 に な っ
て き て い ま す 。 金 融 政 策 で も 2 0 2 0 年 以
降 、 利 上 げ し た 金 利 を 逆 に 必 要 に 応 じ て
下 支 え す る 為 の 利 下 げ の 余 地 が 非 常 に
大 き い 事 を 考 え ま す と 過 度 に 懸 念 す る 必
要 は な い と 考 え ま す 。 一 昨 日 、 ４ 年 半 ぶ
り に 0 . 5 ％ の 利 下 げ を 決 定 し ま し た 。 年
内 あ と ２ 回 、 2 0 2 5 年 も ４ 回 、 2 0 2 6 年 も
２ 回 の 利 下 げ が 予 想 さ れ て い ま す 。  
 過 去 ア メ リ カ が 利 下 げ を し た ６ 回 の 局
面 で 日 本 株 は 、 実 際 に 始 ま っ た 後 に は Ｉ
Ｔ バ ブ ル の 崩 壊 や 、 サ ブ プ ラ イ ム 問 題 の
時 期 を 除 く と 概 ね 堅 調 に 推 移 す る 傾 向
で す 。 今 後 利 上 げ が ソ フ ト ラ ン デ ィ ン グ
す る と の シ ナ リ オ に 立 て ば 日 本 株 に と っ
て 良 好 な 相 場 環 境 が 続 く 事 が 期 待 さ れ
ま す 。  
 ６ 月 の 実 質 賃 金 は 2 7 か 月 ぶ り に 増 加
し 、 今 春 闘 の 好 影 響 が 波 及 し 始 め て い ま
す 。 実 質 賃 金 プ ラ ス 化 定 着 に は 時 間 を
有 し ま す が 、 円 安 一 巡 に よ る コ ス ト プ ッ シ
ュ イ ン フ レ の 沈 静 化 が 中 期 的 な 実 質 賃
金 の 押 し 上 げ に 寄 与 す る と 考 え て い ま
す 。 実 質 賃 金 の 増 加 に よ る 個 人 消 費 の
回 復 に 加 え 、 人 手 不 足 に よ る 設 備 投 資
の 拡 大 や 好 調 が 続 く イ ン バ ウ ン ド 需 要 等
を 背 景 と し た 国 内 消 費 の 活 性 化 が 名 目
Ｇ Ｄ Ｐ を 押 し 上 げ る と み て い ま す 。  

 
ﾃ ｰ ﾏ ： 将 来 の 安 定 を 確 保 す る  
経 営 者 の た め の 一 時 払 い 終 身 保 険 戦 略  
卓 話 者 ： ニ ッ セ イ ・ ウ エ ル ス 生 命  

新 井 隆 師 様  
 
 法 人 契 約 の 一 時 払 い 保 険 を 活 用 し 、 法
人 と 社 長 の 家 族 の 保 障 、 さ ら に 社 長 ご 自
身 の セ カ ン ド ラ イ フ を 会 社 の 資 産 で 準 備

す る 方 法 を 本 日 は お 話 さ せ て 頂 き ま す 。  
一 時 払 い 保 険 を 法 人 で 契 約 す る こ と で 、
経 営 者 に 万 が 一 の こ と が あ っ た 際 に 会 社
の 運 営 を 安 定 さ せ 、 従 業 員 や 取 引 先 の 信
頼 を 保 つ こ と が 可 能 で す 。 ま た 退 職 の 際
に 保 険 の 名 義 変 更 を 行 い 個 人 契 約 に 書
き 換 え 、 保 険 の 解 約 払 戻 金 を 現 金 と し て
支 給 す る こ と も 可 能 で す 。 個 人 契 約 に 書
き 換 え す れ ば 、 退 職 後 の ご 自 身 の 相 続 対
策 。 解 約 返 戻 金 を 現 金 と し て 支 給 す れ
ば 、 セ カ ン ド ラ イ フ の 資 金 に 充 て る こ と も
可 能 で す 。 さ ら に 、 法 人 で の 死 亡 保 険 金
は 自 社 株 買 い の 資 金 と し て も 有 効 活 用 で
き ま す 。 特 に 事 業 承 継 や 株 主 構 成 の 変 更
が 必 要 な 場 面 で は 、 会 社 資 産 で 準 備 し た
死 亡 保 険 金 を 自 社 株 や 死 亡 退 職 金 に 充
て る こ と で 、 ス ム ー ズ な 資 産 移 転 が 可 能
で す 。 法 人 資 産 を 活 用 す る こ と で 、 個 人
資 産 を 温 存 し な が ら 、 長 期 的 な リ ス ク ヘ ッ
ジ や 退 職 後 の 生 活 設 計 を サ ポ ー ト す る こ
と が で き ま す 。  

我 々 の 商 品 の 特 徴 は 、 高 い 死 亡 保 障
が 出 る 事 で す 。 年 齢 帯 に よ っ て も 変 わ っ
て 来 ま す 。 5 0 代 男 性 の 場 合 、 一 番 高 い
保 障 で 3 . 7 倍 程 、 6 0 代 男 性 で は 2 . 6 倍
程 、 7 0 歳 で 1 . 9 倍 、 8 0 歳 で 1 . 5 の 死
亡 保 障 が 出 ま す 。 非 常 に 死 亡 保 障 が 大 き
い で す が 、 但 し ド ル 建 て と な り ま す 。 な ぜ
な ら 今 は ま だ ア メ リ カ の 金 利 が 高 い 状 況
だ か ら で す 。 ま た 、 解 約 返 戻 金 は だ い た
い ３ 年 目 位 か ら 一 時 払 い 保 険 料 を 超 え て
き ま す 。 い ま ま で 節 税 目 的 で 入 っ て い た
保 険 で は 2 0 年 程 経 た な い と 1 0 0 ％ を 超
え て こ な い 物 が 多 く な っ て い ま す 。 損 金
は 落 と せ ま せ ん の で 資 産 計 上 で す が 、 そ
の 分 資 産 性 が 非 常 に 高 い 保 険 で す 。 1 0
年 で 1 3 0 ％ 程 に な り ま す 。 仮 に ア メ リ カ の
金 利 が １ ％ 引 き 下 が れ ば 、 1 . 6 倍 位 に な
っ て く る と 思 わ れ ま す 。  

経 営 者 に 万 が 一 の 事 が あ っ た 場 合 に
備 え る 必 要 が あ る も の の 、 ご 自 身 や 家 族
の リ ス ク 管 理 が 後 回 し に な っ て い る 方 も 多
い の で は な い で し ょ う か 。 個 人 の 備 え と し
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て 、 会 社 の 資 金 を つ か っ て 相 続 税 準 備 や
遺 産 分 割 対 策 が 行 え る 事 も 特 徴 と な り ま
す 。 会 社 が 入 っ て い た 保 険 を 個 人 に 名 義
書 換 す る 事 が で き ま す 。 経 営 者 に 万 が 一
の 事 が あ っ た 場 合 の 最 低 限 の 備 え で あ る
事 業 保 障 資 金 と し て 非 常 に 資 産 性 が 高 い
も の と な り ま す 。  
保 険 契 約 の 活 用 ： 勇 退 時 に 役 員 退 職 金
の 一 部 と し て 現 物 支 給 で き る 。  
解 約 払 戻 金 の 活 用 ： 勇 退 時 解 約 払 戻 金
が あ る 場 合 、 役 員 退 職 金 の 支 給 に 活 用 。  
死 亡 保 険 金 の 活 用 ： 在 職 中 に 万 が 一 の
事 が あ っ た 場 合 、 死 亡 退 職 金 に 活 用 。
5 0 0 万 円 × 法 定 相 続 人 数 の 相 続 税 の 非
課 税 枠 が あ り ま す 。  

 
会 長 謝 辞         会 長  安 宅 照 男  

 
妹 尾 和 昭 様 、 新 井 隆 師 様  卓 話 を 頂 き

誠 に あ り が と う ご ざ い ま し た 。 終 身 保 険 が
経 営 者 に と り 資 産 管 理 や 損 害 を 最 小 限 に
と ど め る 対 策 、 そ し て 長 期 的 な 財 務 戦 略
に ど れ ほ ど 有 効 で あ る か を ご 説 明 頂 き 、
大 変 参 考 に な り ま し た 。 終 身 保 険 を 活 用
し た 相 続 対 策 や 退 職 後 の 計 画 に つ い て も
理 解 す る こ と が で き ま し た 。 本 日 は 、 お 忙
し い 中 、 貴 重 な お 時 間 を 割 い て 頂 い た こ
と に 心 か ら 感 謝 申 し 上 げ ま す 。 こ れ か ら の
更 な る ご 活 躍 を お 祈 り い た し ま す 。  

 
～ ニ コ ニ コ B O X ～      ￥ 3 7 , 0 0 0 -  
 
☆ 妻 に お 祝 い あ り が と う ご ざ い ま す 。 リ ハ
ビ リ を 信 じ が た い 心 で 頑 張 っ て お り 、 車
椅 子 か ら 歩 行 器 に な り ま し た 。  杉  

☆ ９ / １ ５ が ３ ９ 回 目 の 記 念 日 で し た 。  
決 し て わ す れ て い ま せ ん で し た ！ 三 井  

☆ 妹 尾 様 、 新 井 様  
卓 話 よ ろ し く お 願 い 致 し ま す ☆  

君 塚 ・ 菊 川 ・ 寺 沢 ・ 三 井 ・ 杉 山 ・ 中 島 貞 好  
池 田 ・ 江 頭 ・ 花 島 ・ 上 代 ・ 日 下 部 ・ 安 宅  
☆ 交 通 安 全 キ ャ ン ペ ー ン  

ご 協 力 を よ ろ し く 。  上 代  

☆ フ レ ン ド 会 優 勝 し ま し た 。  佐 久 間  
☆ 大 曽 根 さ ん 親 睦 委 員 会 へ 入 会  

有 難 う ご ざ い ま す 。  飯 田  
☆ 大 谷 翔 平 さ ん ５ １ ホ ー ム ラ ン ５ １ 盗 塁 、
素 晴 ら し い 記 録 達 成 お め で と う ご ざ い ま
す 。  杉  

☆ Ｐ Ｈ Ｐ よ り 小 林 鷹 之 代 議 士 の 著 書 「 世
界 を リ ー ド す る 日 本 へ 」 が 出 版 さ れ て い
ま す 。 市 内 の 書 店 な ら 平 積 み し て い る と
思 い ま す 。 一 読 を ！  齋 藤 敏 夫  

☆ 先 週 サ イ ン 入 り ポ ス タ ー を 持 参 し て 櫻
井 会 員 の 家 に 行 っ て 参 り ま し た 。 元 気
な 姿 を み て ほ っ と し ま し た 。 稲 山  

☆ 本 日 早 退 し ま す 。 す み ま せ ん 。 鈴 木  
☆ 2 週 連 続 お 休 み し ま し た 。  伊 藤  

 
～ 友 愛 B O X ～       ￥ 9 , 0 0 0 -  

 
☆ 妹 尾 様 新 井 様  

卓 話 楽 し み に し て い ま す 。  朝 戸  
☆ 弁 当 代 を 上 げ て 頂 き 感 謝 で す 。  上 代  
☆ ま だ ま だ 暑 い で す ね 。  納 富  
☆ 暑 さ も 今 日 ま で か 。  

も う 少 し の 辛 抱 で す 。  渡 邉  
 
秋 の 全 国 交 通 安 全 運 動  

八 千 代 警 察 署 ポ リ ス フ ェ ス タ 開 催  

 
2 0 2 4 年 ９ 月 ２ ３ 日 （ 月 ・ 祝 ）  
イ オ ン 八 千 代 緑 が 丘  ア ゼ リ ア 広 場  
ご 参 加 の 皆 さ ま 、 お 疲 れ 様 で し た 。  

 近 隣 ク ラ ブ 例 会 日  
火 曜 日  四 街 道 R . C  
火 曜 日  八 千 代 中 央 R . C  
水 曜 日  習 志 野 R . C  
水 曜 日  佐 倉 中 央 R . C  
木 曜 日  佐 倉 R . C  
木 曜 日  習 志 野 中 央 R . C  

  例 会 場  
四 街 道 ゴ ル フ 倶 楽 部  

ウ ィ シ ュ ト ン ホ テ ル ・ ユ ー カ リ  
習 志 野 商 工 会 議 所 会 館  
ｳｨｼｭﾄﾝﾎﾃﾙ･ﾕｰｶﾘ 最終ｵﾘﾍﾞｰﾄ夜間 

佐 倉 商 工 会 議 所  

習 志 野 商 工 会 議 所 会 館       ９ 月 の ロ ー タ リ ー レ ー ト １ ド ル ￥ １ ４ ５ -  

 会 員  

総 数  

出 席  

対 象 者  
出 席 者  ％  

９ / 2 0  ５ ５  ５ １  ４ ３  8 4 . 3 1  

■クラブ広報委員会  委員 長 :  菊 川秀明  副委員長 :佐 久間勇治  
■ 出 席 委 員 長  納 富  修 ※ 欠 席 の 際 は 必 ず 月 曜 日 迄 に 出 席 委 員 長 に 連 絡 し て 下 さ い  
■例会日 :金曜日 1 2 : 3 0 ～ 1 3 : 3 0  
■例会場 : ﾊ ﾟ ｯ ｿ ･ ﾉ ｳ ﾞ ｨ ｰ ﾀ (〒2 7 6 - 0 0 4 9 八千代市緑が丘 1 - 1 - 1 公園都市プラザ 1F : F A X 0 4 7 - 4 5 0 - 0 0 5 0）  


